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～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 28 （回答者数）
22

～ 2026年　2月　20日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

研修や勉強会を通じて職員の知識・技能を体系的に向上さ

せ、児童および保護者のニーズに基づいたプログラムを計画

的に作成・実施しています。また、児童の理解度や特性に応

じた声掛けや指導を行い、児童の能力向上や自信の育成につ

なげる支援を実施しています。

2

食事の際、児童一人ひとりの摂食状況や食べられる食品につ

いて保護者と適切に情報を共有し、食事への拒否や偏りを軽

減するための支援体制を計画的に整備しています。

児童一人ひとりの特性や学習・生活・社会性の状況を踏ま

え、個別支援計画に基づいた多様なプログラムを計画的に作

成・実施し、充実した支援体制の構築に努めています。

活動プログラムが固定化しないよう、職員間で毎月協議を行

い計画を作成しています。季節に応じた活動や児童の特性・

ニーズに応じた内容を取り入れ、個別支援計画に基づいた多

様で充実したプログラムの立案・実施を計画的に行っていま

す。

食育活動を計画的に実施し、児童の心身の健康維持および生

活習慣の形成・向上を図るとともに、健やかな成長を支援す

る体制を整えています。

調理実習や計画的な食育活動を通じて、児童の食事への意欲

を高め、食事の重要性や楽しさを学ぶ機会を提供していま

す。また、児童一人ひとりの特性や嗜好に応じた食事の提供

を行い、食べられる食品の幅を広げる環境を整備し、心身の

健康維持に寄与する支援体制を構築しています。
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等
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3

地域の児童や兄弟が参加可能なプログラムを計画的に立案・

実施し、異年齢交流や家庭間の関わりを通じて、児童の社会

性・協調性の育成につなげる体制を整えています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事故防止の観点から、活動内容や児童の特性に応じた適切な

職員配置を行い、限られたスペースにおいても安全かつ満足

できる見守り体制を計画的に整備しています。併せて、公園

等の広い場所で体を動かす活動機会を設定し、児童の心身の

健康維持に寄与する支援体制を構築しています。

2

SST（ソーシャルスキルトレーニング）やロールプレイを活

用し、地域の子どもと関わる際の精神的負担を段階的に軽減

できる模擬的学習機会を計画的に提供しています。また、講

演会等を通じて、保護者が参加できる家族会の場を整備し、

家庭・地域との連携強化と支援の質向上を図っています。

3

お手紙や写真等を活用して避難訓練の実施状況を保護者に提

供し、児童の安全確認や活動状況を理解しやすい情報提供を

計画的に行っています。また、保護者への周知徹底に努め、

災害対応・安全管理の意識向上を図る体制を整えています。

児童が年齢の異なる友達や先輩・後輩と交流する機会を計画

的に設け、社会性や協調性の育成につなげるための支援体制

を整えています。

小学校1年生から高校3年生までの児童を受け入れ、年齢差を

活かした共同活動の機会を計画的に設け、互いのかかわり方

や社会性の習得につなげる環境整備を行っています。

現状、各種マニュアルの情報提供および避難訓練等の情報発

信が十分に行われていない状況です。今後は、マニュアルの

閲覧体制を整備するとともに、避難訓練や防災に関する情報

発信を計画的に実施し、保護者・関係者への周知徹底と安全

意識向上を図る体制を整えていきます。

事務所内に各種マニュアルを整備し、来訪時には保護者等へ

の閲覧を可能としています。また、避難訓練や防災訓練の様

子をお手紙やインスタグラム等を通じて適時発信し、保護

者・関係者への周知徹底と安全意識向上を図る体制を整えて

います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

借家であることから活動スペースに制限がありますが、活動

内容に応じて部屋を区分し、安全かつ集中して活動できる環

境を計画的に整備しています。

借家であることから活動スペースに制限がありますが、活動

内容に応じて活動の場と待機場所を区分し、児童が安全かつ

安心して活動できる環境を計画的に整備しています。

現状、保護者や地域の場の活用および地域住民との関わりが

十分に行えていない状況です。今後は、地域交流プログラム

の企画・実施や保護者参加型の活動を通じて、児童の社会性

向上および地域連携の充実を図る体制を整えていきます。

様々な特性を有する児童が利用していることから、集団活動が負担

となる場合があります。そのため、児童が負担を感じないよう配慮

しつつ、お出かけや地域交流の機会を計画的に設け、地域住民との

関わりを促進する取り組みを進めています。併せて、保護者同士の

交流を図る家族会の開催も検討し、家庭・地域との連携強化を図る

体制を整えています。


